
  

   

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ西日本連合青年・女性連絡会は 12月 1２日（土）に新大阪丸ビルにおいて総勢 40名の参加者のもと

「第２１回定期総会」を開催しました。新型コロナウイルス感染症拡大予防対策として会場の収容人数の50％

以下、換気の休憩など最大限の対策を行っての開催となりました。 

開会に先立ち、参加者全員で福知山線列車事故をはじめとする全ての鉄道事故、労働災害、頻発する自然災

害でお亡くなりになられたすべての方々へ哀悼の意を表し黙祷を捧げ、総会議長には阪田総会委員（テクシア

労組）を選出し議事進行を委ねました。 

冒頭、鶴石代表幹事から青年・女性連絡会を代表し安全、青女活動について挨拶を述べその後、来賓でお越

しいただいた、交運共済西日本事業本部里内本部長、ＪＲ東海連合青年・女性連絡会島口幹事長、ＪＲ西日本

連合上村議長より激励と連帯の挨拶をいただきました。      

幹事会から活動経過報告、活動方針（案）の提起のあと、質疑応答を行い、３名の総会委員から、運転適性

検査、コロナ禍での研修の中止の判断基準、レクリエーションについて質疑がありました。採決についても満

場一致で承認され、役員選出では、大鍋事務長、甲斐幹事が退任され、新たなが確認されました。最後に、引

き続き代表幹事に選出された鶴石代表幹事の団結ガンバローで第２１回定期総会が締め括られました。 

 例年開催している、交流会について新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止としましたが、今後は、

新たな生活様式に沿った活動を展開し、最大の目的である「仲間づくり」を中心とした活動を築き上げていき

ます。 
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